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向
け
大
き
く
運
動
を

進
め
た
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
は

大
地
副
委
員
長
に
よ

る
プ
ラ
カ
ー
ド
ア
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
、
閉

会
後
は
全
国
青
協
幹

事
を
先
頭
に
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
し
、
東

京
駅
周
辺
ま
で
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。

　

西
日
本
豪

雨
災
害
か
ら

５
年
。

　

そ
の
日
は
、

消
防
団
か
ら

の
非
常
徴
集

に
よ
り
出
動

し
た
が
、
そ

の
時
点
で
高
梁
川
は
既

に
氾
濫
危
険
レ
ベ
ル
で

あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
、
工
場
の
水
蒸
気

爆
発
が
発
生
し
た
が
、

ま
だ
何
も
分
か
ら
な
い

手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、

真
備
地
区
の
水
没
が
発

生
、
各
地
区
で
も
避
難

勧
告
の
指
示
が
あ
り
、

我
が
家
も
息
子
に
連
絡

し
避
難
を
行
っ
た
。

　

夜
が
明
け
現
場
を
見

る
と
想
像
以
上
の
有
様

で
、
手
の
出
し
よ
う
が

な
い
状
況
に
途
方
に
暮

れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

総
社
市
・
真
備
町
へ

は
県
内
の
み
な
ら
ず
、

全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
来
て

頂
き
、
ま
た
、
組
合
で

も
多
く
の
仲
間
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
応
急

仮
設
住
宅
建
設
に
従
事

し
復
興
に
尽
力
頂
い
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
豪
雨
災
害
か

ら
５
年
と
な
る
追
悼
式

に
参
加
し
て
改
め
て
人

の
絆
の
強
さ
を
実
感
し

た
。
今
後
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
自
然

災
害
。
物
心
両
面
で
十

分
な
備
え
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
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諸
要
求
の
実
現
を

４
年
ぶ
り
夏
の
デ
モ
行
進

　
７
月
７
日
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に

お
い
て
「
7
・
7
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算

要
求
総
決
起
大
会
」
が
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
人
数
を
絞
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
48
県
連
・
組
合
か
ら
１
，

９
０
４
人
の
仲
間
が
集
結
。
建
労
岡
山
か
ら
は
国

保
理
事
５
人
、
書
記
局
１
人
が
出
席
し
全
国
の
仲

間
と
団
結
・
強
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
【
住
宅
対
策
部
】組
合

で
は
、
地
域
貢
献
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
と
同

時
に
、
建
設
技
能
集
団

で
あ
る
こ
と
を
地
域
住

民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、

８
月
の
第
３
日
曜
日
を

統
一
日
と
定
め
て
「
労

力
奉
仕
活
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
８
月
20
日
を

統
一
日
と
定
め
て
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
は
16
支
部
で
実
施

し
、４
１
４
人
が
参
加
、

小
学
校
、
児
童
セ
ン
タ

ー
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

養
護
施
設
、
独
居
老
人

宅
の
補
修
作
業
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

奉
仕
活
動
は
１
９
７
６

年
に
始
ま
り
、
40
年
以
上

も
の
歴
史
が
あ
る
組
合
活

動
で
あ
り
、
奉
仕
先
か
ら

は
例
年
、
温
か
い
お
礼
の

お
言
葉
を
頂
い
て
お
り
、

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

統一日は
８月20日

　

「
建
設
国
保
の
育
成
・

強
化
・
賃
金
・
単
価
を
引

き
上
げ
、
物
価
高
騰
か
ら

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
ろ

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
主
催
者
代
表

の
中
西
執
行
委
員
長
は

「
円
安
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
で

物
価
が
高
騰
。
実
質
賃
金

は
14
カ
月
連
続
減
少
で
不

景
気
が
懸
念
さ
れ
る
。
建

設
国
保
の
育
成
・
強
化
を

は
じ
め
と
し
た
諸
要
求
実

現
に
向
け
団
結
し
頑
張
ろ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
勝
野
書
記

長
は
「
建
設
従
事
者
数
減

少
は
深
刻
で
、
国
交
省
は

業
界
の
あ
り
方
を
根
本
か

ら
見
直
し
、
元
請
け
が
契

約
し
た
賃
金
が
削
ら
れ
る

こ
と
な
く
現
場
従
事
者
に

い
き
わ
た
る
方
策
を
作
ろ

う
と
議
論
を
進
め
て
い
る
。

来
年
国
会
で
の
法
改
正
に

組合員資格調査へ
協力をお願いします
対象：�令和５年８月１日現在、在籍し

ている建設国保の組合員全員
https://www.okayamakenro.or.jp/

みんなで団結ガンバロウ

　
【
和
気
支
部
　
西
岡
晃
】

気
温
の
高
さ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
会
場
の
熱
気
は
も

っ
と
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。

10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、

国
会
議
員
の
先
生
方
に
は

我
々
の
声
を
代
弁
し
て
も

ら
い
、
建
設
業
の
担
い
手

確
保
や
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普

及
・
促
進
を
図
り
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
働
き
や
す
い
建

設
業
界
に
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

　
【
津
山
支
部
　
野
口
賢

一
】
今
回
で
５
回
目
の
参

加
と
な
り
ま
す
が
、
建
設

国
保
に
対
す
る
国
庫
補
助

金
予
算
を
毎
年
確
保
す
る

こ
と
の
大
変
さ
や
、
大
切

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
仲
間
た
ち
と
声
を

一
つ
に
団
結
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
組

合
活
動
や
、
仕
事
に
対
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高

ま
り
ま
し
た
。

す
。

　

８
月
の
猛
暑
下
の
中
で

の
作
業
と
な
り
ま
す
。
熱

中
症
防
止
対
策
の
た
め
に
、

こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補

給
等
を
心
が
け
、
安
全
に

作
業
を
行
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

全
国
の
仲
間
が
日
比
谷
へ
集
結

昨年の奉仕活動の様子

地
域
貢
献
で
Ｐ
Ｒ

40
年
以
上
の
歴
史
あ
る
活
動

全建総連
中央総決起大会
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国
民
医
療
へ
の
公
費
助
成

拡
充
と
国
庫
補
助
金
の
現

行
水
準
確
保
、
建
設
国
保

の
育
成
・
強
化
を
要
請
し

ま
し
た
。

　

各
議
員
の
み
な
さ
ん
は

要
請
書
を
快
く
受
け
取
り

「
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
尽
力
し
て
い
き
た
い
」

等
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
要
請
議

員
の
方
は
左
記
の
通
り
で

す
。

　
　
　
　

衆
議
院
議
員

　

逢
沢　

一
郎

　

山
下　

貴
司

　

阿
部　

俊
子

　

橋
本　
　

岳

　

加
藤　

勝
信

参
議
院
議
員

　

石
井　

正
弘

　

小
野
田
紀
美

（
順
不
同
・
敬

称
略
）

第187章

仕事に誇りを持って
一生の思い出に携わる

　
【
青
年
部
　
柿
本
塁

（
27
歳
・
都
窪
）】
大
工

を
始
め
て
も
う
す
ぐ
10

年
。
18
歳
の
時
か
ら
父

の
も
と
で
こ
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
日
々

勉
強
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
。

　

家
は
人
の
生
活
で
最

も
大
き
な
買
い
物
だ
と

思
い
ま
す
。
言
わ
ば
、
人

生
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と

言
え
ま
す
。
私
は
、
そ
ん

な
一
生
に
一
度
の
思
い
出

に
携
わ
る
こ
と
の
で
き
る

今
の
仕
事
は
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
ま
す
。

　

組
合
に
入
っ
て
か
ら
は

色
々
な
職
人
さ
ん
に
出
会

い
、
お
話
を
さ
せ
て
も
ら

う
機
会
も
増
え
て
、
い
い

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
は
尽

き
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
勉
強
を
し
て
知
識

と
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

一
人
前
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
大
工
と
い
う
仕
事
に
誇

り
を
持
ち
、
こ
の
先
も
本

気
で
頑
張
っ
て
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
国
保
の
安
定
求
め

地
元
国
会
議
員
へ
要
請
行
動

　

組
合
で
は
、
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
組
合
三
役

が
地
元
国
会
議
員
要
請
行

動
を
実
施
し
、
国
会
議
員

へ
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

要
請
内
容
は
、
国
保
組

合
の
安
定
運
営
を
求
め
る

も
の
で
、
医
療
費
の
伸
び

な
ど
で
不
安
定
な
財
政
運

営
で
あ
る
こ
と
や
、
合
わ

せ
て
世
界
的
な
物
価
高
騰

に
よ
り
生
活
負
担
増
と
な

っ
て
い
る
現
状
を
伝
え
、

　
【
青
年
部
】毎
年
持
ち
回

り
開
催
の
全
建
総
連
中
国

地
協
青
年
部
交
流
集
会
を
、

６
月
10
～
11
日
の
２
日
間

に
渡
っ
て
こ
こ
岡
山
県
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

建
労
岡
山
主
催
は
実
に

７
年
ぶ
り
。
コ
ロ
ナ
禍
で

令
和
２
年
か
ら
中
止
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
や
や

落
ち
着
い
た
こ
と
で
、
今

回
つ
い
に
開
催
が
叶
い
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
建

労
岡
山
会
館
に
は
中
国
地

協
４
県
連
・
組
合
か
ら
青

年
部
員
ら
計
26
人
が
結
集
、

建
労
岡
山
か
ら
は
幹
事
12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
岩
谷
委
員
長
及

び
西
原
組
織
部
長
か
ら
温

か
い
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、

ま
た
今
年
よ
り
全
国
青
協

幹
事
を
兼
任
す
る
小
西
青

年
副
部
長
が
「
自
粛
を
続

け
る
中
で
弱
ま
っ
た
地
協

青
年
部
と
し
て
の
繋
が
り

を
取
り
戻
せ
る
機
会
に
し

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
青

協
・
谷
岡
総
務
よ
り
、

仕
事
や
組
合
活
動
等

に
繋
げ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
方
法
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ
れ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
が
現
代

に
お
い
て
仲
間
同
士

の
繋
が
り
を
追
求
す

る
上
で
有
効
で
あ
る

　
【
青
年
部
】６
月
25
日
、

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ

ザ
（
岡
山
市
中
区
）
に

お
い
て
第
57
回
青
年
部

定
期
大
会
を
開
催
し
、代

議
員
25
人
、幹
事
12
人
、

基
本
組
織
２
人
と
書
記

の
計
40
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
大
会
は
、
議
長

の
東
竜
也
さ
ん
（
西
大

寺
）
と
藤
井
伸
一
さ
ん

（
高
梁
）
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
、
新
た
に
担
当

部
長
と
な
っ
た
小
寺
組

織
対
策
副
部
長
よ
り
、
今

後
の
青
年
部
活
動
に
対
す

る
期
待
を
込
め
た
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
成
立
宣
言
後
、
執

行
部
よ
り
令
和
４
年
度
の

活
動
経
過
報
告
並
び
に
令

和
５
年
度
活
動
方
針
案
の

提
案
と
、
令
和
４
年
度
決

算
報
告
及
び
令
和
５
年
度

予
算
案
の
提
案
が
行
わ
れ
、

全
議
案
が
承
認
。
４
支
部

よ
り
提
出
が
あ
っ
た
事
前

質
問
は
い
ず
れ
も
青
年
部

活
動
の
活
性
や
交
流
拡

充
に
関
す
る
内
容
で
、執

行
部
か
ら
「
活
動
に
は

幹
事
が
先
頭
に
立
ち
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
と

組
合
員
の
方
々
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
た
め
、

是
非
協
力
願
い
た
い
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
青
年
部

長
に
は
大
樫
清
志
さ
ん

（
再
・
高
梁
）、
副
部
長

に
林
昂
さ
ん
（
新
・
岡

山
）
と
小
西
祐
樹
さ
ん

（
再
・
西
大
寺
）
が
選

出
。
再
結
成
の
玉
島
、

津
山
支
部
を
含
む
、
幹

事
14
人
体
制
で
青
年
部

が
始
動
し
ま
し
た
。

中国地協青年部交流集会

７年ぶりの岡山開催
繋がり取り戻す機会に

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
４
班
に
分

か
れ
て
「
め
ざ
せ
！
県

を
超
え
た
交
流
～
地
協

青
年
部
間
の
交
流
企
画

を
考
え
て
み
よ
う
～
」

に
挑
戦
。
こ
こ
で
各
班

が
ま
と
め
た
企
画
は
、

夕
食
懇
親
会
時
に
発
表
、

評
価
を
行
い
、
今
後
実

現
に
向
け
た
協
議
を
地

協
内
で
行
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
岡
山
城
に

て
備
前
焼
作
り
に
取
り

組
み
、
参
加
者
は
真
剣

に
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
な
が
ら
土
を
形
成

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
皿

を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
交
流
実

現
と
今
後
の
地
協
青
年

部
の
更
な
る
連
携
に
向

け
た
道
筋
が
立
っ
た
有

意
義
な
集
会
と
な
り
ま

し
た
。

備前焼でオリジナルの皿を制作

２支部が青年部を再結成

山下議員に要請を行う山本書記長

14
支
部
体
制
で
始
動

第
57
回
青
年
部
定
期
大
会
を
開
催
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【開 催 日】�学科：10月25日㈬、10月26日㈭

実技：10月27日㈮
【開催場所】�㈱PEO建機教育センタ�

岡山教習所�
（赤磐市桜が丘東３-３-765）
※�岡山教習所は倉敷市から赤磐市
へ移転しました。

【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】免除資格なし 33,000円（税込）

免除資格あり 29,000円（税込）
【定　　員】９人（定員になり次第締切）
【申込締切】９月22日㈮
　※�詳細については所属支部で確認してください。

木材加工用機械作業主任者
技能講習のお知らせ

【開 催 日】�令和５年９月２日㈯、３日㈰の�
２日間　９時～18時
※２日間の受講が必要です。

【開催場所】建労岡山本部会館
【定　　員】30人

（定員になり次第締切。ただし、
申込が９人以下の場合は中止）

【受講資格】�木材加工用機械についての実務経
験が３年以上かつ21歳以上の方

【受 講 料】11,000円
（免除資格ありの場合7,000円）

【締　　切】令和５年８月18日㈮
　※詳細は所属支部まで。
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実
参
加
形
式
の
み
と
し

て
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
交

流
集
会
に
は
、
18
県
連
・

組
合
18
訓
練
校
か
ら
訓
練

生
33
人
、
講
師
・
実
務
担

当
者
35
人
が
参
加
。
建
労

岡
山
か
ら
は
倉
敷
校
２
年

生
の
赤
枝
さ
ん
（
倉
敷
支

部
）
と
前
原
校
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
建
設
業
を

目
指
し
た
理
由
、
訓
練
校

で
勉
強
し
て
思
う
こ
と
」

に
つ
い
て
発
表
す
る
ミ
ニ

弁
論
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
８
人
程
度

の
班
に
分
か
れ
「
新
規
入

　
【
技
術
対
策
部
】６
月
８

日
、
９
日
の
２
日
間
、
愛

知
県
名
古
屋
市
で
「
全
建

総
連
第
51
回
全
国
職
業
訓

練
生
及
び
講
師
・
実
務
担

当
者
交
流
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
）
に
お
け
る
能
力
評

価
に
つ
い
て
、
能
力
評

価
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
職
種
は
40
職
種
で
、

建
築
大
工
職
種
の
能
力

評
価
実
施
団
体
で
あ
る

全
建
総
連
は
14
職
種

（
建
築
大
工
、
左
官
、

電
気
工
事
、
橋
梁
、
防

水
施
工
、
建
設
塗
装
、

海
上
起
重
、
圧
接
、
型

　
【
労
働
対
策
部
】国
内
で

輸
入
・
製
造
・
使
用
さ
れ

て
い
る
化
学
物
質
は
数
万

種
類
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
は
危
険
性
や
有
害

性
が
不
明
な
物
質
が
多
く

含
ま
れ
、
化
学
物
質
を
原

因
と
す
る
労
働
災
害
は
国

内
で
年
間
約
４
５
０
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

化
学
物
質
に
よ
る
労
働

災
害
防
止
の
た
め
、
労
働

安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に

よ
り
新
た
な
化
学
物
質
規

制
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
（
改
正
の
詳
細
は
左
記

の
２
次
元
コ
ー
ド
よ
り
確

発表を行う赤枝さん

GHSラベルに要注意
安全データシートを確認

全国の仲間と直接交流
意見交換で充実した２日間

CCUSの能力評価
経歴証明認定は来年３月まで

職
者
を
増
や
す
為
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

出
し
合
っ
た
内
容
を
模
造

紙
に
ま
と
め
発
表
。
名
古

屋
城
の
見
学
に
も
参
加
し
、

実
参
加
形
式
な
ら
で
は
の

充
実
し
た
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
赤
枝
さ
ん
は

「
全
国
の
仲
間
と
直
接
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
、
普

段
の
仕
事
で
は
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
経
験
が
で
き

た
。
今
回
得
た
も
の
を
大

事
に
し
て
日
々
の
仕
事
を

頑
張
り
た
い
」
と
２
日
間

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

枠
、
サ
ッ
シ
・
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
、
保
温
保
冷
、

タ
イ
ル
張
り
、
道
路
標

識
・
路
面
標
示
、
硝
子
工

事
）を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

能
力
評
価
は
、
原
則
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録
情
報
を

基
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
以
前
の
経
験

年
数
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
は
、
所
属
事
業
所
等
の

経
歴
証
明
に
よ
っ
て
経
験

年
数
の
認
定
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
経
歴
証
明
に
よ
る

認
定
は
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
の
就
業
日
数
と
な

り
（
申
請
は
令
和
11
年
３

月
31
日
ま
で
）、令
和
６
年

４
月
１
日
以
降
の
就
業
日

数
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
さ

れ
た
就
業
日
数
の
み
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
お
け
る
能

力
評
価
に
つ
い
て
の
不
明

点
等
は
、
所
属
支
部
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

認
が
で
き
ま
す
）。

　

改
正
の
う
ち
令
和
６
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

内
容
で
は
、
国
に
よ
る
Ｇ

Ｈ
Ｓ
分
類
で
危
険
性
・
有

害
性
が
確
認
さ
れ
た
２
３

４
の
化
学
物
質
が
ラ
ベ
ル

表
示
等
の
義
務
対
象
に
追

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
機
溶
剤
の
容
器
等
に

は
Ｇ
Ｈ
Ｓ
シ
ン

ボ
ル
（
危
険
有

害
性
を
示
す
絵

表
示
）
が
つ
い

て
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
Ｇ
Ｈ

Ｓ
シ
ン
ボ
ル
が

つ
い
て
い
る
製

品
に
つ
い
て
は
、

製
造
業
事
業
者

等
か
ら
提
供
さ

れ
る
安
全
デ
ー

タ
シ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
安
全

デ
ー
タ
シ
ー
ト
に
は
製
品

に
含
ま
れ
て
い
る
化
学
物

質
の
有
害
情
報
や
製
品
の

取
扱
方
法
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
全
デ
ー
タ
シ

ー
ト
の
内
容
を
把
握
し
、

安
全
に
配
慮
し
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

上
限
規
制
が
適
用

ま
ず
は
正
確
な
労
働
時
間
を
把
握

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
、

建
設
業
に
お
い
て
も
罰
則

付
き
の
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

時間外
労働時間
令和6.4〜

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
労
働
時
間
と

は
「
使
用
者
の
指
揮
命
令

下
に
お
か
れ
た
時
間
」
の

こ
と
で
あ
り
、
法

定
労
働
時
間
は
１

日
８
時
間
、
１
週

40
時
間
を
指
し
ま

す
。

　

こ
の
法
定
労
働

時
間
を
超
え
て
、

従
業
員
に
労
働
さ

せ
る
場
合
は
「
時

間
外
・
休
日
労
働

に
関
す
る
協
定
届

（
36
協
定
届
）」
を

事
業
所
管
轄
の
労
働
基
準

監
督
署
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
時
間
は
始
業
前
の

準
備
行
為
（
資
材
・
工
具

の
積
み
込
み
等
）、ラ
ジ
オ

体
操
（
全
員
参
加
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
）、

手
待
ち
時
間
（
作
業
に
は

従
事
し
て
い
な
い
が
、
使

用
者
か
ら
の
指
示
が
あ
れ

ば
直
ち
に
作
業
で
き
る
よ

う
待
機
し
て
い
る
時
間

等
）、
移
動
時
間
（
※
現
場

へ
直
行
で
あ
れ
ば
、
労
働

時
間
と
は
扱
わ
な
い
）、就

業
後
の
現
場
の
片
づ
け
時

間
等
も
含
み
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
時
間
の
計

算
の
前
に
、
ま
ず
は
正
確

な
労
働
時
間
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

来
年
４
月
以
降
は
、
建

設
業
に
お
い
て
も
、原
則
、

１
ヶ
月
45
時
間
、
１
年
３

６
０
時
間
ま
で
の
時
間
外

労
働
時
間
が
上
限
と
な
り

ま
す
。

　

「
時
間
外
・
休
日
労
働

に
関
す
る
協
定
届
（
36
協

定
届
）」
は
、「
厚
生
労
働

省
主
要
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
労
働
基
準
法

等
関
係
主
要
様
式
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

届
出
が
済
ん
で
い
な
い

事
業
所
の
方
は
、
事
業
所

管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署

に
届
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

労働時間に含まれるもの（例）
⃝始業前の準備行為
　資材・工具の積み込み等。
⃝ラジオ体操
　※�全員参加が義務付けられているもの。
⃝手待ち時間
　�使用者からの指示があれば、直ちに作業
できるよう待機している時間等
⃝移動時間
　※�現場へ直行であれば、労働時間とは扱
わない。

⃝現場の片づけ時間等

厚生労働省
ホームページ

GHSのシンボルと名称
炎 円上の炎 爆弾の爆発

腐食性 ガスボンベ どくろ

感嘆符 環境 健康有害性

令和５年度
職業訓練指導員講習
（48時間講習）の開催案内
【開 催 日】�10月中旬予定
【開催場所】�岡山職業能力開発促進セン

ター（岡山市北区田中580）
【定　　員】24人（先着順）
【受 講 料】14,000円（税込）

※テキスト代は別途必要
【申込期限】９月中旬予定
　※�受講資格は、事前に岡山県職業能力

開発協会（TEL：086-225-1546）
までお問い合わせください。

技能講習受講者募集
【募集職種】建築大工
【実 施 日】�第１回（製　　図）：９月24日�

第２回（実　　技）：10月22日�
第３回（実　　技）：11月５日�
第４回（実　　技）：11月19日�
第５回（模擬検定）：12月３日�
第６回（模擬検定）：12月17日

　※実施時間は午前９時から午後５時まで。
　※実施日は変更する場合があります。
【受 講 料】�30,000円６回分（欠席した場合返

金 で き ま せ ん）（組 合 員 外 は
60,000円）

【実施場所】�建労岡山支部内�
岡山市北区東古松1-14-1

【定　　員】６人
【申込締切】令和５年９月15日㈮
　※�申込み、その他詳細は所属支部まで



岡山県建設労働組合機関紙 第 823 号　　　　（4）2023年（令和５年）８月１日

る
「
第
20
回
建
労
岡
山

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

に
向
け
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
こ
と
は
と

聞
く
と
「
ゴ
ル
フ
を
始

め
て
仕
事
で
交
わ
る
こ

と
の
な
い
違
う
業
種
の

方
や
、
幅
広
い
年
齢
の

方
と
性
別
問
わ
ず
一
緒

に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め
る

こ
と
で
す
ね
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
「
ま
た

一
緒
に
ゴ
ル
フ
に
行
き

た
い
と
思
わ
れ
る
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
な
り
、
ゴ
ル

フ
を
生
涯
現
役
で
続
け

た
い
」
と
ゴ
ル
フ
ァ
ー

と
し
て
の
理
想
像
を
語

り
「
ス
コ
ア
１
０
０
を

切
る
こ
と
と
、
支
部
の

教
宣
部
長
を
し
て
い
る

の
で
、
教
宣
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
う
一
度
最
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
」
が
今

後
の
目
標
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ッ
ク
に
さ
せ
て
き
た
の
だ

ろ
う
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
も
今
年
で
50

歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
最
近
で
は
地
域
貢

献
と
言
う
と
お
こ
が
ま
し

い
で
す
が
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
が
ど
ん
ど
ん
過
疎

化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も

あ
り
「
故
郷
の
町
に
あ
か

り
を
灯
し
た
い
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
交
流
サ

ロ
ン
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た

オ
フ
ィ
ス
を
創
る
こ
と
を

決
心
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
を
購
入
し
、
い

298

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

生涯現役ゴルファー
スコア100を切る事が目標

岡山支部 小林真一さん（内装工・52歳）

　

「
ゴ
ル
フ
の
ス
コ
ア
１

０
０
を
切
り
た
い
」
と
語

る
小
林
さ
ん
は
、
約
10
年

前
に
知
り
合
い
か
ら
「
ゴ

ル
フ
に
行
き
た
い
」
と
誘

わ
れ
、
行
っ
て
み
た
こ
と

が
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ざ
、
ゴ
ル
フ
を
始
め

て
み
る
と
奥
の
深
さ
に
ハ

マ
り
、
仕
事
終
わ
り
に
時

間
が
あ
れ
ば
週
に
２
、
３

回
室
内
ゴ
ル
フ
場
で
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

室
内
練
習
場
で
は
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

る
世
界
各
地
の
プ
ロ
ツ
ア

ー
が
行
わ
れ
る
ゴ
ル
フ
場

な
ど
約
50
コ
ー
ス
の
中
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
、
10
月
に
行
わ
れ

真庭支部
松葉　真美

　

私
は
工
業
高
校
（
建
築

科
）
を
卒
業
し
て
か
ら
30

数
年
建
築
業
界
に
身
を
置

い
て
い
ま
す
。
建
築
の
仕

事
が
大
好
き
で
、
友
人
か

ら
は
「
趣
味
が
仕
事
で
い

い
ね
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

　

建
築
や
経
営
に
関
係
す

る
こ
と
な
ら
と
思
い
、
建

築
士
以
外
で
も
家
相
鑑
定
、

古
民
家
鑑
定
、
経
営
実
践

塾
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
受

講
し
て
き
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
自
分
の
中
に
あ
る
不

足
感
が
こ
こ
ま
で
ス
ト
イ

よ
い
よ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま

し
た
。「
こ
ん
な
こ
と
し
た

い
な
」
と
思
っ
て
い
る
だ

け
だ
と
時
間
は
あ
っ
と
い

もう一度最優秀賞を受賞します

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。未
来
と
は
今
で
す
。

建
築
を
通
し
て
今
を
楽

し
ん
で
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

リノベ前（上）とリノベ後イメージ（下）

第20回建労岡山親睦ゴルフコンペ開催案内
【開 催 日 時】令和５年10月５日（木）　午前８時スタート（７時30分集合）
【場　　　所】岡山国際ゴルフ倶楽部　（岡山県総社市西阿曽1800）
【募 集 人 数】100人（４人×25組）
【プレー料金】�セルフ8,100円（税別、食事別）�

キャディー付11,300円（税別、食事別）
【コンペ参加費】3,000円（参加費は受付時に現金払いでお願いします）
【申 込 締 切】�令和５年９月19日㈫必着※詳細は所属支部に問い合わせてください。

お詫びと訂正
　建設労報822号（７月１日号）３ページの
写真展応募作品のタイトル表記に誤りがあ
りました。お詫びして訂正いたします。訂
正箇所は下記の通りです。
　誤）真庭の竹で作った正月飾り
　正）真備の竹で作った正月飾り

９月支部集団健診日程
健診日程 支　部 健診会場

９月25日㈪ 津　山 津山文化センター
９月８日㈮

児　島 児島産業振興センター９月９日㈯
９月24日㈰

日曜健診（健診未受診者対象・完全予約制）
健診日程 開催場所

11月５日㈰ 津山市勤労者
福祉センター 津山市勝部20-7

11月12日㈰ 岡山商工会議所 岡山市北区厚生町3丁目1-15

11月19日㈰ 西大寺観音院 岡山市東区西大寺中3丁目8-8

11月26日㈰ 岡山市
サウスヴィレッジ 岡山市南区片岡2468

12月３日㈰ 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町249-5 
所属支部へ必ず申し込みください。
（日曜健診の案内は９月頃より順次配布します。）

組合HP新しくなりました!!
・�トップページの「お知らせ」では、
組合からのお知らせ、各種講習の日
程、組合機関紙等を掲載しています。
・�建設国保等（傷病手当金、高額療養
費等）に係る各種申請書（PDF形
式）を掲載しています。
・�建設国保保険料の計算シミュレー
ションも可能となっています。

スマートフォンでも
閲覧できます。左記
「二次元コード」を
読み取ってください。

税金アンケートに
ご協力を

対象：�一人親方を含む個人事業主
　今年度もオンラインにて税金ア
ンケートを実施します。パソコン
スマートフォンより回答できま
す。組合ホームページのお知らせ
からも回答できます。
　回答には支部名、名前も必要あ
りません。
　約３分で終了し
ますので、ぜひご協
力をお願いします。

建
築
を
通
し
て
今
を
楽
し
む

故
郷
の
町
に
あ
か
り
を
灯
し
た
い
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本
部
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日

を
盆
休
暇
と
し
ま
す
。


